
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　離乳食の進め方（大人の支援の仕方）
信頼関係の基礎を築く大切な時です。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー授乳時ー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜ポイント＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－生後５・６ヶ月頃ー

　　＜ポイント＞

食事に興味を示し、スプーンなどを嫌がらなくなります。

母乳を飲ませる時と同じように
抱きます。目と目を合わせ赤
ちゃんに安心感をあたえましょ
う。
また、授乳する時は椅子に座り
赤ちゃんが同じ姿勢を保つこと
ができるようにします。
姿勢が安定するとむせたり、誤
飲することが少なくなります。
親子の信頼関係をつくる重要な
時期ですので、ゆったりとした気
持ちを持ちましょう。

赤ちゃんの首のすわりが安定
し、支えてあげると座ることが
できるようになります。食べると
きは赤ちゃんの体をしっかり支
え姿勢を崩さないよう気をつけ
ましょう。体を曲げないで食べ
ることは、※誤嚥を防ぎます。
食べ物が口の入ると、のどの
方へと前後に少しずつ移動し
ます。そのため、滑らかにすり
つぶした食事を用意します。

※誤嚥（ごえん）・・・食べ物を飲み込んだ時に、

誤って食道や気管に詰まらせてしまうこと。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜ポイント＞

舌でつぶせる固さの物を与える時期です。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－生後７・８ヶ月頃ー

　　＜ポイント＞

食べ物を手づかみし自分で口に運ぶ時期です。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－生後９～１１ヶ月頃ー

スプーンで下唇を軽く触れる
と、食べ物を「ぱくん」と取り込
むことができます。そして、口
の中で舌を使いながら食材を
上あごに押し付けつぶし、さら
に舌を左右に動かしてひとつ
にまとめ、飲み込みやすくする
ことを覚えます。
また、唾液が充分に出ないの
で「ごっくん」と飲み込むことが
できないため、料理にはとろみ
を付けます。

食べたいものを指さしたり、手全体を
使って食事をつかみ口に運ぶ様子が
見られ、食事に対する意欲が出てき
ます。この時期に手で食べる経験を
積み重ねると、スプーンが上手に使
える事につながります。食事は歯ぐ
きで押しつぶせる硬さ（バナナくらい）
が目安です。食品の幅が広がると同
時に偏食も出てきます。食べなれな
い食品は舌で押し返すこともあります
が、繰り返し食べさせてあげましょ
う。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－生後１８ヶ月以降ー

　　　　　　＜ポイント＞

　　　　　　ー平成１９年　３月策定・厚生労働省　『授乳・離乳食支援ガイド』より文を一部抜粋ー

スプーンを使った食べ方が多くなる時期です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－生後１２～１８ヶ月頃ー

　　　＜ポイント＞

手づかみ食べとともに、スプーンを使った動きを覚える時期です。

料理を目で確認して指でつまみ、
口元へ運ぶという一連の行動がス
ムーズにできるようになります。そ
のときに、口へ食事を詰め込みす
ぎたり食べこぼしが出ることをくり
かえしながら自分が一口で食べら
れる量を覚えていきます。食事は
歯で噛みつぶせる硬さ（肉団子くら
い）が目安です。食事の食べ散ら
かしが多くなるので、あらかじめ後
片付けしやすいようにシートを敷く
と便利でしょう。

スプーンを使うことに興味を持ち
ますが、スプーンの握り方が安
定しないので食事を食べきるこ
とはできません。自分で食べた
い気持ちを大切にすることを忘
れず、ときどき大人が介助する
ようにしましょう。食事は少しず
つ大人と同じような硬さのものに
なります。「食事をすることが楽
しい」と思えることは同時に「食
べる力・生きる力」が育まれるこ
とへもつながります。


